
京都精華大学 SDGs 宣言 

 

2015年9月の国連サミットにおいて全会一致で採択されたSDGs(Sustainable Development 

Goals)は、持続可能で多様性と包摂性ある社会の実現に向けて、2030 年までに達成すべき

17 のゴールとそれに関連する 169 のターゲットを定めた国際的な目標です。大学も、教育、

研究、運営の面から、SDGs の実現に向けて貢献することが重要になってきていると言える

でしょう。 

 

京都精華大学の教育の基本方針には、日本国憲法、教育基本法、世界人権宣言との共通理

念である「人間の尊重」、そして「自由自治」を教育の基本理念とすることが明記されてい

ます。2016 年に発表したダイバーシティ推進宣言の中でその基本的な考え方を改めて表明

し、翌年にはダイバーシティ推進センターを設立しました。さらに 2018 年には、より明確

なコンセプトと活動方針を盛り込んだ「ダイバーシティ推進宣言 2018」を発表してきまし

た。本学の教育理念とダイバーシティ推進コンセプト「違いとともに成長する」は、「誰一

人取り残さない」という SDGs の趣旨と根本を同じくするものです。 

 

これまでダイバーシティ推進宣言のもとに進めてきた、学内すべての学生・教員・職員に

包摂的なキャンパスを目指す方針を継続した上で、年齢、人種、性別、身体的特徴、性表

現など表面的に認識されやすいものから、国籍、 宗教、家庭環境、出自、働き方、性自認、

性的指向など表面からは認識されにくいものまで、すべての人の違いを尊重しながら、「誰

一人取り残さない」持続可能な社会の構築に貢献するために、全学的に SDGs の実現に向

けて取り組んでいくことを宣言します。 

 

「リベラルアーツ」「表現」「グローバル」の３つを基軸とする京都精華大学は、芸術やデ

ザイン、人文学の知見を生かし、世界が直面する共通課題の理解とクリエイティブな解決

法の開発とを教育・研究を通して行うほか、大学運営においても ESG（環境・社会・ガバ

ナンス）を重視してまいります。 

 

2020年 12 月 

京都精華大学 

学長 ウスビ・サコ 

https://www.env.go.jp/policy/sdgs/guides/SDGsguide-siryo_ver2.pdf
https://www.kyoto-seika.ac.jp/about/idea/
https://www.kyoto-seika.ac.jp/about/gjh1lq0000002918-att/160321_diversity.pdf
https://www.kyoto-seika.ac.jp/about/report/gjh1lq00000029dg-att/7_diversity_2018_jp.pdf
https://www.meti.go.jp/policy/energy_environment/global_warming/esg_investment.html

